
項目

項番 質問 回答

1

　プラスチックの資源回収の実施状況につい
て、２３区のうち渋谷区の進捗はどのくらいで
しょうか。

　容器包装プラスチックのみの回収は、１０区
で実施しており、渋谷区は２３区中、１３番目
です。
　製品プラスチックとの一括回収については、
２区で実施しており、２３区中、３番目です。

2

　プラスチックの袋の中身に違うものが入って
いる場合、回収せず取り残してしまうことはあ
るのでしょうか。

　可燃ごみの日に、プラスチックが出された場
合、汚れたプラスチックとして判断して、収集
します。
　資源の日に、生ごみと一緒にプラスチックが
出された場合や、びん・缶と一緒にプラスチッ
クが出された場合は、収集できません。
　開始１か月ぐらいの間は、多少分別出来てい
ない場合も、資源として収集するよう手配しま
すが、排出状況があまりにもひどい場合は、集
積所の排出状況の調査やチラシ等の配付を行い
ます。

3

　発泡スチロールトレイについて、メーカーの
回収ボックスがスーパーなどに置かれています
が、ボックス回収を優先していいのでしょう
か。

　もともと店舗等で回収している発泡スチロー
ルトレイについては、引き続きそのままご利用
いただけます。

4

　ペットボトルは昔から回収されていますが、
プラスチックはなぜこれから回収することにな
るのでしょうか。

　環境を巡る状況が変わってきていることや、
今年の４月から「プラスチックに係る資源循環
の促進等に関する法律」が施行されたこと、最
終処分場の延命化を図り、将来世代への負担を
負わせないことなどを踏まえ、区では、プラス
チックを資源回収することとしました。

5

　プラスチックを資源化する工場は、区内にあ
るのでしょうか。

　区内には工場がなく、大田区の京浜島にあり
ます。

6

　外国人に対して、どのように周知方法してい
るのでしょうか。

　英語版の区ニュース（６、７月号）での掲載
や４か国語版のパンフレットを作成していま
す。また、区ホームページの翻訳機能を活用し
て該当ページをご覧いただく方法もあります。

7

　清掃工場の焼却炉の焼却温度が８００度以上
であればダイオキシンが発生する問題がないと
言われていました。
　プラスチックを清掃工場の焼却炉に入れた方
が焼却温度が上がるため、これから容器包装プ
ラスチックだけでなく製品プラスチックも焼却
しなくなる場合、焼却温度が下がってダイオキ
シンが出るのではないか心配です。

　今の清掃工場は焼却温度を必ず８００度以上
に保つことが法律で定められています。
　なお、渋谷清掃工場は、８５０度以上に保た
れていますので、ダイオキシンが発生する心配
はありません。

8

　現在の渋谷清掃工場の焼却炉は、今後はどの
ように利用されるのでしょうか。

　今後も可燃ごみを焼却するため、引き続き清
掃工場の利用は続けます。
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9

　プラスチックの回収委託業者は、渋谷区の
マークを付けて走っているのでしょうか。軽ト
ラックは、区の回収車ではないですか。

　プラスチックについては、マグネットで「渋
谷区」と表示された車が回収します。
　なお、狭い路地などでの回収にあたり、区に
も軽トラック車はあります。

10

　環境省の資料等で、製品プラスチックは再利
用できないため、排出しないよう指導されてい
ますが、なぜ渋谷区は再利用できないものをわ
ざわざ回収するのでしょうか。
　容器包装プラスチックは事業者が費用負担し
ますが、製品プラスチックは別ルートで回収
し、渋谷区が費用負担しなければいけないた
め、そこまでして製品プラスチックを回収する
必要があるのでしょうか。
　また、製品プラスチックを独自ルートでRPFに
していますが、どの位の費用がかかっているの
でしょうか。

　４月より新法が施行され、製品プラスチック
も含めて循環社会の実現に向け、国も大きく舵
を切っています。そして、最終処分場の延命化
についても課題となっており、製品プラスチッ
クを焼却すると残渣が出て、最終処分場へ持ち
込むことになるので、最終処分場の延命化のた
めにも製品プラスチックを含めて資源回収を行
います。
　コストについては、令和４年度（７月からの
取り組み）の予算は、おおよそ３億８千万円で
す。

11

　製品プラスチック製造業者についても、事業
者負担をするべきではないでしょうか。
　国などに意見を言っていくべきではないかと
思います。

　２３区の清掃会議や特別区長会などで、国に
対しての要望などは相談しています。
　今までも費用負担や法律など必要な要請につ
いては意見を出しています。一方で、金額だけ
の問題ではなく環境を守るという事に舵を切る
方が大事だと考えています。

12

　既にプラスチックの資源回収を実施している
自治体がありますので、プラスチック資源回収
に関する先行自治体での問題点など分かってい
ることを教えて下さい。

　容器包装プラスチックと製品プラスチックを
別々に回収した方が中間処理段階において、選
別の必要がないため、リサイクルはしやすくな
ります。
　一方で、先行自治体が資源回収に取り組んで
いる中で、住民に対して二種類のプラスチック
の分別を求めることは、大変であると見えてい
たので、渋谷区では、プラスチックの一括回収
を検討してまいりました。

13

　資源で出すことの意義の啓発、広報活動を
しっかり行ってはどうでしょうか。

　今後も積極的に啓発・広報活動を行っていき
ます。


